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平面と空間の基本事項

右側が空間での話です 対比してしっかりと頭に入れておこう
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2 ベクトルの成分表示

ベクトルを平行移動して,始点を原点に持ってくる

を表現する考え方のこと
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ABの長さ=7(p― α)2+(9-b)2
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その時の先っちょの点の座標を利用して,ベ クトル
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3 図形的な性質,て いうか,事実
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2点 A,B
⇔  OP

を通る直線上に点 Pがある.
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巨萎∃ 平面上の平行でない 2直線は必ず交わる

巨菱∃ 異なる 2点 を通る直線は 1本だけある
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珍 注 OA とOBは 1次独立です
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で′,3よう′=4 法線ベク トルについて   ι7お り

点 Aを通 リベク トル π に垂直な点の集まり,つ まりAP・ π =0を 満たす点 Pの集まりを考えます

つまり,こ の平面上のどんなベクトルもす
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巨菱∃ 空間内の平行でない2直線は必ずしも交

わるとは限らない (ね じれの位置)

巨菱目
同一直線上にない異なる 3点 を通 る平面

は 1面だ けあ る

珍 注 OAと は 1次独立です

巨菱田
空間内では点 Pの集合は平面になる

たこか′で//

疹注 この平面を法線ベクトル ″ の平面といいます

巨菱∃
法線ベク トル %の平面上の任意のベク

ルは π と垂直である
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3点 A,B,Cを 通る平面上に点 Pがある

⇔ OP=sOA+′ OB tt zOC
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巨菱∃ 平面上では点 Pの集合は直線になる
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珍 注 この直線 を法線ベク トル

巨菱∃法線ベクトルπの
トルは π と垂直である

つまり,こ の直線上のどんなベクトルもす

と垂直だというわけです
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